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和歌山で行われる初めてのフ

ォトロゲイニング。テレインは弁

慶伝説が数多く残る南紀田辺

の地。 

 

汗ばむ気候の南紀田辺 

 １月だというのに、天候が良す

ぎて汗ばむような気候。海には蜃

気楼も見えていました。 

 今回は、和歌山では初めての本

格的なフォトロゲイニングを和

歌山オリエンテーリング協会が

開催。今回のテレインとなった田

辺市には弁慶伝説が多く残り、ポ

イントもそれに由来するものを

多く使っていました。 

 残念ながら、参加者は 40 名ほ

どだったので、せっかくのいいテ

レインなのにと思ってしまいま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

広大なポイント設定 

 見にくい地図ですみませんが、

ごらんのようにかなり山の方ま

でポイントで使い、まわりごたえ

のあるコースです。 

 僕は、中学生のクラブ員と一緒

に市街地周辺をぐるっと回るコ

ースをとりました。最初の方で部

員が足をぐねってしまい、ほとん

ど歩いているような状態でした

が、それでも、面白いポイントを

回ることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大幅な減点も 

 ロゲイニングやスコアＯなど

は、指定タイムを過ぎると減点さ

れてしまいます。減点を覚悟で、

いくつかポイントを回るか、しっ

かりと時間通りに戻ってくるか

は、減点方法次第。今回は、減点

の幅が大きく、かなり減点された

チームもありました。 
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平成 28年 1月 17日 和歌山県 南田辺 

浮かんで見えた蜃気楼 

受付の様子 

作戦タイム 

コスプレ参加の人も 

弁慶像の前で 

道路をまたいだ鉄塔の上での作業 


